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６
月
４
日
、
中
小
企
業
金
融
関
連
３

法
（
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
、
中
小
企
業
金
融
公
庫

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
、
信
用
保

証
協
会
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
）

が
成
立
し
た
。

　

同
改
正
法
の
う
ち
、「
中
小
企
業
信

用
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

及
び
「
中
小
企
業
金
融
公
庫
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
は
、
中
小
企
業
者

が
安
定
的
に
資
金
を
調
達
で
き
る
環
境

を
実
現
す
る
た
め
、
早
期
現
金
化
の
促

進
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
①
信
用
保
証
協
会
が
『
売
掛
債

権
早
期
現
金
化
保
証
（
仮
称
）』
を
実

現
す
る
た
め
の
保
険
制
度
の
創
設
②
中

小
企
業
金
融
公
庫
が
売
掛
債
権
を
プ
ー

ル
化
す
る
こ
と
に
よ
り
早
期
現
金
化
を

可
能
と
す
る
仕
組
み
に
対
す
る
支
援
に

つ
い
て
定
め
た
も
の
。

　

政
府
や
農
商
工
業
団
体
の
ト
ッ
プ
ら

が
参
加
し
た「
農
商
工
連
携
サ
ミ
ッ
ト
」

が
６
月
16
日
、首
相
官
邸
で
開
か
れ
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
に
は
福
田
康
夫
首
相
の
ほ

か
、
甘
利
明
経
産
相
、
若
林
正
俊
農
相

ら
も
出
席
。
各
団
体
の
ト
ッ
プ
が
農
林

水
産
業
と
企
業
と
の
連
携
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
た
。

　

製
造
業
の
技
術
や
流
通
業
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
農
業
に
活
用
す
る「
農
商
工
連
携
」

を
促
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
等
を
目

指
す
取
り
組
み
は
、
国
の
施
策
の
大
き

な
柱
と
な
っ
て
い
る
。
今
春
に
は
、
農

林
水
産
、
経
済
産
業
の
両
省
が
農
商
工

連
携
の
成
功
事
例
を
公
募
し
、
88
件
を

選
ん
で
公
表
し
た
（
本
誌
６
月
号
で
紹

介
）。
会
合
は
、
成
功
事
例
の
一
部
が

紹
介
さ
れ
、
今
後
の
展
開
の
方
向
性
な

ど
に
つ
い
て
各
団
体
の
ト
ッ
プ
が
意
見

交
換
し
た
。
福
田
首
相
は
「
連
携
の
環

が
全
国
に
波
及
し
、
地
域
活
性
化
の
原

動
力
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」

と
述
べ
、
政
府
と
し
て
連
携
を
支
援
し

て
い
く
考
え
を
示
し
た
。
当
日
は
、
全

国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
、
日
本
経
団

連
、
日
本
商
工
会
議
所
、
全
国
中
小
企

業
団
体
中
央
会
な
ど
の
代
表
者
が
参
加

し
た
。

　

経
済
産
業
省
は
農
林
水
産
省
と
独
立

行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
と

共
催
で
、７
月
３
日
、東
京
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
お
い
て
「
農
商
工
連
携
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
催
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
若
林
農
林
水
産
大
臣
、
新
藤
義
孝

経
済
産
業
副
大
臣
が
出
席
し
、
①
農
商

工
連
携
88
選
の
認
定
授
与
式
②
先
進
企

業
２
社
の
ト
ッ
プ
が
新
事
業
創
出
の
可

能
性
や
地
域
活
性
化
へ
の
期
待
に
つ
い

て
語
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
③
農
商
工

連
携
に
取
り
組
む
㈱
協
同
商
事
朝
霧
幸

嘉
社
長
等
が
参
加
し
て
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
た
。

　

中
小
企
業
庁
は
、
モ
ノ
づ
く
り
に
よ

り
地
域
経
済
を
支
え
な
が
ら
内
外
の
市

場
で
活
躍
す
る
企
業
、
意
匠
や
デ
ザ
イ

ン
に
よ
り
新
規
分
野
を
開
拓
し
て
い
る

中
小
企
業
等
、
普
段
は
目
に
触
れ
に
く

い
も
の
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
モ
ノ
づ
く
り
中
小
企
業
の
姿
を
、
広

く
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
中

小
企
業
の
や
る
気
を
一
層
引
き
出
す
と

と
も
に
、
若
年
層
を
中
心
に
モ
ノ
づ
く

り
に
対
す
る
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
と

な
る
こ
と
を
目
的
に
、
06
・
07
年
度
に

引
き
続
き
、「
元
気
な
モ
ノ
づ
く
り
中

小
企
業
３
０
０
社
08
年
版
」
を
取
り
ま

と
め
た
。

　

こ
の
う
ち
千
葉
県
か
ら
は
次
の
６
社

が
選
ば
れ
た
。（　

）
内
は
所
在
地
・

代
表
者
名
。
▼
㈱
ア
ビ
ー
（
我
孫
子
市

並
木
・
大
和
田
哲
男
）
▼
㈱
河
野
製
作

所
（
市
川
市
曽
谷
・
河
野
淳
一
）
▼
赤

星
工
業
㈱
（
市
原
市
八
幡
海
岸
通
・
赤

星
健
二
）▼
㈱
シ
ン
ク
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー

（
柏
市
高
田
・
重
田
龍
男
）
▼
ケ
ー
イ
ー

エ
フ
㈱
（
佐
倉
市
六
崎
・
伊
与
久
義
武
）

▼
第
一
熱
処
理
工
業
㈱
（
船
橋
市
潮
見

町
・
曽
根
郁
雄
）

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

中
小
企
業
庁
経
営
支
援
部
技
術
課

℡
０
３
・
３
５
０
１
・
１
８
１
６

　

千
葉
県
は
企
業
立
地
促
進
法
に
基
づ

き
、
こ
れ
ま
で
地
元
市
や
商
工
団
体
と

千
葉
県
東
葛
地
域
産
業
活
性
化
協
議
会

を
開
催
す
る
な
ど
計
画
の
策
定
を
進
め

て
き
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、
千
葉
県
東
葛

地
域
産
業
活
性
化
基
本
計
画
に
つ
い

て
、
国
か
ら
同
意
を
受
け
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
立
地
企
業
へ
の
設
備

投
資
促
進
税
制
と
し
て
特
別
償
却
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
東
葛
地
域

に
お
け
る
既
存
産
業
の
高
度
化
や
新
規

立
地
の
促
進
を
図
り
、
地
域
産
業
の
更

な
る
活
性
化
が
期
待
で
き
る
。

　

な
お
、
同
法
に
基
づ
く
基
本
計
画
の

策
定
は
、
千
葉
県
で
は
君
津
地
域
に
続

き
２
例
目
。
計
画
の
概
要
は
次
の
と
お

り
。

▽
集
積
区
域
＝
市
川
市
、
船
橋
市
、
松

戸
市
、
野
田
市
、
柏
市
、
流
山
市
、
我

孫
子
市
、
鎌
ケ
谷
市
、
浦
安
市

・
製
造
業
事
業
所
数
２
１
９
０
事
業

所
、
県
内
構
成
比
34
・
７
％

・
製
造
業
付
加
価
値
額
９
３
９
９
億

円
、
県
内
構
成
比
26
・
２
％

▽
集
積
産
業
＝
も
の
づ
く
り
、
食
品
関

連
、
バ
イ
オ
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
関

連
、
Ｉ
Ｔ
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
関
連

▽
成
果
目
標
＝
集
積
産
業
に
係
る
付
加

価
値
額
・
現
状
８
８
５
１
億
円
（
18
年

度
）
９
２
９
４
億
円
（
24
年
度
）
伸
び

率
５
％

▽
事
業
者
に
対
す
る
支
援
措
置
＝
①
設

備
投
資
促
進
税
制
（
設
備
投
資
に
つ
い

て
特
別
償
却
の
適
用
）
②
中
小
企
業
の

立
地
等
に
対
す
る
超
低
利
融
資
制
度

（
中
小
公
庫
・
国
民
公
庫
）

▽
産
業
支
援
機
関
等
に
対
す
る
支
援
措

置 

＝
貸
工
場
・
研
修
施
設
等
の
共
用

施
設
の
整
備
費
へ
の
助
成
（
補
助
率
２

分
の
１
）

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

千
葉
県
産
業
振
興
課
企
画
室

℡
０
４
３
・
２
２
３
・
２
６
１
３

「
中
小
企
業
金
融
関
連
３
法
」

成
立

農
商
工
連
携
へ
、初
の
サ
ミ
ッ
ト

農
商
工
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

元
気
な
モ
ノ
づ
く
り
中
小
企
業

３
０
０
社
発
表

東
葛
地
域
産
業
活
性
化
計
画
策
定
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